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第
三

平
成
二
十
三
年
度
の
雇
用
に
お
け
る
重
点
施
策

一

現
下
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
応
じ
た
対
策
の
実
施

二

地
方
自
治
体
等
と
連
携
し
た
雇
用
施
策
の
実
施

第
四

平
成
二
十
三
年
度
の
主
な
雇
用
施
策

一

公
共
職
業
安
定
所
を
拠
点
と
し
た
積
極
的
就
労
・
生
活
支
援
対
策

二

非
正
規
労
働
者
の
正
社
員
化
の
推
進
対
策

三

職
業
能
力
開
発
の
推
進

四

若
者
の
就
職
促
進
、
自
立
支
援
対
策

五

女
性
の
就
業
希
望
等
の
実
現

六

い
く
つ
に
な
っ
て
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
対
策

七

障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援
の
推
進

八

地
域
雇
用
創
造
と
雇
用
支
援

九

外
国
人
の
就
業
促
進
等
及
び
技
能
実
習
制
度
の
適
正
な
実
施

十

最
低
賃
金
の
引
上
げ

十
一

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
対
策

十
二

労
働
関
係
法
令
の
履
行
確
保
等
（
改
正
労
働
者
派
遣
法
の
円
滑
か
つ
着
実
な
実
施
）

第
一

趣
旨

我
が
国
経
済
は
金
融
危
機
後
の
経
済
危
機
を
克
服
し
、
外
需
や
政
策
的
な
需
要
創
出
・
雇
用
の
下
支
え
効
果
に
よ

り
持
ち
直
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
急
速
な
円
高
の
進
行
や
海
外
経
済
の
減
速
懸
念
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年

の
夏
以
降
、
先
行
き
の
不
透
明
感
が
強
ま
り
、
ま
た
、
雇
用
情
勢
も
依
然
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
新

卒
者
・
若
者
の
雇
用
状
況
に
は
改
善
の
兆
し
が
見
え
ず
、
ま
た
、
多
く
の
地
域
で
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
い
て
い
る

た
め
、
国
民
の
生
活
を
第
一
に
考
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
、新
た
な
雇
用
施
策
を
果
断
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

雇
用
情
勢
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
の
完
全
失
業
率
が
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
前
月
と
同
水
準
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
有
効
求
人
倍
率
は
〇
・
六
一
倍
と
前
月
差
で
〇
・
〇
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、
失
業
期
間
が
一

年
以
上
と
な
っ
て
い
る
完
全
失
業
者
が
、
平
成
二
十
二
年
平
均
で
は
百
二
十
一
万
人
と
、
比
較
可
能
な
平
成
十
四
年

以
降
で
最
多
と
な
っ
て
お
り
、
失
業
が
長
期
化
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
新
卒
者
の
内
定
率
の
低
迷
な
ど
、
幅
広
い
範
囲
で
雇
用
情
勢
の
悪
化
の
影
響
が
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
雇
用
情
勢
の
中
で
、
都
道
府
県
労
働
局
と
地
方
自
治
体
が
さ
ら
に
緊
密
に
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
雇
用
施
策
を
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
指
針
は
、
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）第
十
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
、

都
道
府
県
労
働
局
長
が
、
毎
年
度
、
都
道
府
県
労
働
局
及
び
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
職
業
指
導
及
び
職
業
紹
介

の
事
業
そ
の
他
の
雇
用
に
関
す
る
施
策
を
講
ず
る
に
際
し
て
の
方
針
（
以
下
「
雇
用
施
策
実
施
方
針
」
と
い
う
。）を

都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
聞
い
て
策
定
す
る
こ
と
に
関
し
、
同
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
度
の
雇
用
に

お
け
る
重
点
施
策
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

都
道
府
県
労
働
局
に
お
い
て
は
、
こ
の
指
針
に
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
の
実
情
か
ら
み
た
課

題
及
び
そ
れ
に
対
す
る
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
雇
用
施
策
実
施
方
針
を
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
聞
い
て
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
当
該
施
策
と
都
道
府
県
の
講
ず
る
雇
用
に
関
す
る
施
策
と
が
密
接
な
関
連
の
下
で
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
、
地
域
の
雇
用
情
勢
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
当
該
方
針
に
定
め
る
施
策
及
び
そ
の
実
施
に
つ
い
て
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
基
本

的
に
は
そ
の
要
請
に
応
じ
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
お
い
て
緊
密
な
連
携
・
協
力
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

第
二

現
下
の
経
済
及
び
雇
用
情
勢
と
そ
の
課
題

一

経
済
及
び
雇
用
情
勢
と
今
後
の
見
通
し

^

最
近
の
経
済
情
勢

平
成
二
十
二
年
度
の
我
が
国
経
済
は
、
同
年
秋
か
ら
足
踏
み
状
態
に
あ
る
が
、
今
後
は
踊
り
場
を
脱
す
る
動

き
が
進
む
と
見
込
ま
れ
る
。

物
価
の
動
向
を
見
る
と
、
緩
や
か
な
デ
フ
レ
状
況
が
続
い
て
い
る
。
消
費
者
物
価
は
二
年
連
続
の
下
落
に
な

る
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ギ
ャ
ッ
プ
（
供
給
超
過
）
の
縮
小
等
に
よ
り
下
落
幅
は
縮
小
す
る
。

平
成
二
十
二
年
度
の
国
内
総
生
産
の
実
質
成
長
率
は
、
平
成
二
十
一
年
度
後
半
が
外
需
や
政
策
の
需
要
創

出
・
雇
用
下
支
え
効
果
に
よ
り
高
い
成
長
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
三
年
ぶ
り
の
プ

ラ
ス
成
長
が
見
込
ま
れ
る
。
国
民
の
景
気
実
感
に
近
い
名
目
成
長
率
は
、
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
見
込
ま

れ
る
。

二

現
下
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
お
け
る
課
題

我
が
国
経
済
は
金
融
危
機
後
の
経
済
危
機
を
克
服
し
、
外
需
や
政
策
的
な
需
要
創
出
・
雇
用
下
支
え
効
果
に
よ

り
持
ち
直
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
急
速
な
円
高
の
進
行
や
海
外
経
済
の
減
速
懸
念
に
よ
り
、
平
成
二
十
二

年
夏
以
降
、
先
行
き
の
不
透
明
感
が
強
ま
り
、
ま
た
、
雇
用
情
勢
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
経
済
危
機
対
応
・
地
域
活
性
化
予
備
費
や
平
成
二
十
二
年
度
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
雇
用
対

策
も
含
め
、
雇
用
情
勢
の
改
善
に
向
け
た
雇
用
対
策
を
的
確
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
新
卒
者
の

内
定
率
が
低
迷
し
、
未
就
職
の
ま
ま
卒
業
す
る
者
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
中
で
、
新
卒
者
や
既
卒
者
に
対
す
る

支
援
を
さ
ら
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

_

最
近
の
雇
用
情
勢

現
在
の
雇
用
情
勢
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

平
成
二
十
三
年
一
月
の
新
規
求
人
数
は
、
六
十
三
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
全
て
の
主
要
産
業
で
前
年
同
月
比

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
規
求
職
者
数
は
六
十
一
万
人
と
依
然
と
し
て
高
水
準
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
有
効
求
人
倍
率
は
、
平
成
十
九
年
十
一
月
以
降
一
倍
を
下
回
っ
て
お
り
（
平
成
二
十
三
年
一
月
現
在
）、

地
域
別
に
有
効
求
人
倍
率
を
み
る
と
、
多
く
の
地
域
に
お
い
て
一
倍
を
下
回
っ
て
い
る
（
平
成
二
十
三
年
一
月

現
在
）。

ま
た
、
正
社
員
の
有
効
求
人
倍
率
は
依
然
と
し
て
全
体
の
有
効
求
人
倍
率
と
比
べ
る
と
低
い
水
準
に
あ
り
、

平
成
二
十
三
年
一
月
は
〇
・
四
〇
倍
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
三
年
一
月
の
完
全
失
業
者
数
は
、三
百
二
十
二
万
人
と
な
っ
て
お
り
、前
月
差
で
二
万
人
減
と
な
っ

て
い
る
。
完
全
失
業
率
は
、
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
前
月
と
同
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

雇
用
者
数
は
、平
成
二
十
三
年
一
月
は
五
千
四
百
九
十
一
万
人
と
前
月
差
で
二
十
八
万
人
増
と
な
っ
て
い
る
。

雇
用
者
数
を
主
要
産
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
、
建
設
業
等
は
前
年
同
月
差
で
み
て
減
少
傾
向
に
あ
り
、
一
方

で
医
療
・
福
祉
等
は
増
加
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
雇
用
形
態
別
に
み
る
と
、
平
成
二
十
二
年
の
正
規
雇
用
者

は
前
年
差
二
十
五
万
人
減
、
パ
ー
ト
、
派
遣
、
契
約
社
員
等
は
前
年
差
三
十
四
万
人
増
と
な
っ
て
い
る
。

`

今
後
の
経
済
及
び
雇
用
情
勢
の
見
通
し

我
が
国
は
、
平
成
十
七
年
か
ら
人
口
減
少
に
転
じ
、
将
来
も
一
層
の
少
子
化
・
高
齢
化
が
進
行
し
、
本
格
的

な
人
口
減
少
社
会
が
到
来
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
性
別
・
年
齢
別
の
就
業
率
が
現
状
の
ま
ま
で

あ
れ
ば
、
平
成
三
十
二
年
に
お
い
て
十
五
歳
以
上
の
就
業
者
が
約
四
百
万
人
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
こ
う
し
た
就
業
者
数
の
大
幅
な
減
少
は
、
経
済
成
長
に
つ
い
て
は
、
労
働
供
給
の
制
約
要
因
と
な
る
と
と

も
に
、
国
内
総
需
要
の
観
点
か
ら
も
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
層
の
進
展
に
伴
い
、
企
業
に
は
、
柔
軟
で
多
様
な
付
加
価
値
を
創
造
す

る
能
力
が
今
以
上
に
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
我
が
国
の
付
加
価
値
を
創
造
す
る
能
力
を
高
め
て

い
く
た
め
に
は
、
我
が
国
の
歴
史
的
・
文
化
的
背
景
の
下
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
雇
用
シ
ス
テ
ム
が
持
つ
雇
用
安

定
機
能
や
人
材
育
成
機
能
を
基
本
に
、「
産
業
・
雇
用
構
造
の
高
度
化
」
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
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